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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】リノール酸を含有する組成物の香気経時安定性を向上させるとともに、リノール
酸を含有するリポソームの安定性も向上させ、使用時の粘度低下を抑制させた組成物の提
供。
【解決手段】（Ａ）リノール酸を含むリポソーム、（Ｂ）トラネキサム酸、（Ｃ）カルボ
キシビニルポリマーおよび（Ｄ）水酸化ナトリウムおよび/または水酸化カリウム、を含
み、ｐＨが６～７．４である組成物。好ましくは、リノール酸の含有量が組成物全量に対
して０．０１～１質量％であり、トラネキサム酸の含有量が組成物全量に対して１～２質
量％である、組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記に示す（Ａ）成分乃至（Ｄ）成分を含有し、ｐＨが６～７．４である組成物。
（Ａ）リノール酸を含有するリポソーム
（Ｂ）トラネキサム酸
（Ｃ）カルボキシビニルポリマー
（Ｄ）水酸化ナトリウムおよび／または水酸化カリウム
【請求項２】
リノール酸の含有量が組成物全量に対して０．０１～１質量％である、項１に記載の組成
物。
【請求項３】
トラネキサム酸の含有量が組成物全量に対して１～２質量％である、項１に記載の組成物
、項１または項２の何れか１項に記載の組成物。
【請求項４】
組成物のｐＨが６．３～７．１である、項１～３の何れか１項に記載の組成物。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リノール酸を含有する組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　リノール酸は美白効果などを期待して、外用組成物（例えば化粧品、外用医薬品等）に
配合されている。しかし、リノール酸は経時安定性が悪いことが知られており、リノール
酸を配合した組成物が着色したり、異臭が発生したりする場合がある。これまでに検討さ
れたリノール酸などの多価不飽和脂肪酸の経時安定性を向上させる技術としては、例えば
、オイゲノール、イソオイゲノール、ビタミンＫなどを配合する技術（特許文献１）、多
価不飽和脂肪酸類をエステル化して配合する技術（特許文献２～４）、高度不飽和脂肪酸
含有脂質を含む内容物を窒素ガスが封入されたエアゾールとする技術（特許文献５）Ｌ－
アスコルビン酸の２－Ｏ－アルキルエーテル誘導体をリノール酸等に対して配合する技術
（特許文献６）などが挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭６３－７２６５４号公報
【特許文献２】特開２００７－１２６４３８号公報
【特許文献３】特開２００７－２６９６８３号公報
【特許文献４】特開２００７－２６９６８４号公報
【特許文献５】特開平８－８１３２６号公報
【特許文献６】特開２００５－１２００２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、リノール酸を含有する組成物には保存中に異臭が発生したり、香料の香立ち
が抑制されたりするという香気面での課題点が存在することを鑑み、リノール酸を含有す
る組成物における香気の経時安定性をより高め、異臭を発生させないだけでなく、リノー
ル酸を含有するリポソームの高い安定性と使用時の粘性低下を抑制させた組成物を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　本発明者らは、かかる事情に鑑み鋭意検討を重ねた結果、驚くべきことに、リノール酸
をリポソームに含有させた状態でトラネキサム酸を配合し、さらにカルボキシビニルポリ
マーを併用し、水酸化ナトリウム若しくは水酸化カリウムを用いて組成物ののｐＨを特定
の範囲に調整することにより、リノール酸を配合した場合の組成物と比較し、香気の経時
安定性が飛躍的に向上すると共に、リポソームの高い安定性を実現し、使用時の粘度低下
を抑制しうる組成物を見出し、本発明を完成するに至った。
【０００６】
　すなわち、本発明は、以下の項１～４に記載の組成物等を包含する。
項１．
下記に示す（Ａ）成分乃至（Ｄ）成分を含有し、ｐＨが６～７．４である組成物。
（Ａ）リノール酸を含有するリポソーム
（Ｂ）トラネキサム酸
（Ｃ）カルボキシビニルポリマー
（Ｄ）水酸化ナトリウム及び／または水酸化カリウム
項２．
リノール酸の含有量が組成物全量に対して０．０１～１質量％である、項１に記載の組成
物。
項３．
トラネキサム酸の含有量が組成物全量に対して１～２質量％である、項１に記載の組成物
、項１または項２の何れか１項に記載の組成物。
項４．
組成物のｐＨが６．３～７．１である、項１～３の何れか１項に記載の組成物。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の組成物は、リノール酸を含有するリポソームを配合した組成物にトラネキサム
酸、カルボキシビニルポリマーを併用し、水酸化ナトリウム及び／または水酸化カリウム
を用いて組成物のｐＨを特定の範囲に調整することにより組成物の香気経時安定性を向上
させるとともに、リポソームの安定性を向上させ、使用時の粘度低下も抑制することが可
能となる。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の組成物は、以下の（Ａ）成分乃至（Ｄ）成分を含有する。
（Ａ）リノール酸を含むリポソーム
（Ｂ）トラネキサム酸
（Ｃ）カルボキシビニルポリマー
（Ｄ）水酸化ナトリウムおよび／または水酸化カリウム
　そして、本発明の組成物は、（Ｂ）～（Ｄ）成分を含む分散媒（連続相）に（Ａ）成分
が分散してなる。つまり、本発明の組成物はリポソームの分散系であり、成分（Ｂ）～（
Ｄ）が分散媒に含まれており、成分（Ａ）が分散質である。
【０００９】
　本願でいう「リノール酸を含有するリポソーム」とは、主として脂質二重膜で形成され
た脂質小胞体（リポソーム）の構造体の中にリノール酸が包含される状態を意味する。脂
質二重膜であるリポソーム膜で囲まれる空間に封入されている状態で存在することが好ま
しいが、リポソーム膜の構成成分とともに存在していてもよく、多重膜リポソームを構成
する多重膜の間に存在していてもよく、リポソームを構成する脂質二重膜のうちの最も外
側に位置する膜の表面に付着又は結合する形態で存在していても良く、それらの全てもし
くは一部に存在しても良い。「リノール酸を含有するリポソーム」は、本願において、「
リポソーム化したリノール酸」、「リノール酸内包リポソーム」、「リノール酸リポソー
ム」、や「リポソーム化リノール酸」と表現することがある。
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【００１０】
　　本発明に使用するリポソームは、レシチンを構成成分（特に膜構成成分）として含む
ものが好ましい。レシチンとしては、大豆レシチン、コーンレシチン、綿実油レシチン、
卵黄レシチン、卵白レシチンなどが例示される。また、レシチンに代えて又は加えて、レ
シチン誘導体を用いることもできる。レシチン誘導体としては、水素添加レシチンや、前
記例示のレシチン中のリン脂質にポリエチレングリコール、アミノグリカン類等を導入し
た化合物が例示できる。このうち、大豆レシチン、卵黄レシチン、水素添加大豆レシチン
、水素添加卵黄レシチンが好ましく、特に大豆レシチンおよび水素添加大豆レシチンが好
ましい。また、レシチン中に存在するリン脂質（例えばホスファチジルコリン、ホスファ
チジルセリン、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファチジルイノシトール、ホスフ
ァチジルグリセロール、スフィンゴミエリン等）の純度を高めた精製レシチンも好ましく
使用することができる。これらレシチン又はレシチン誘導体は１種または２種以上を組み
合わせて使用することができる。
【００１１】
　本発明におけるリノール酸は、炭素数が１２～１８の飽和脂肪酸や炭素数が１８～２２
の多価不飽和脂肪酸を含有する脂肪酸混合物（以下、単に「脂肪酸混合物」と記載する。
）を使用することもできる。脂肪酸混合物のリノール酸含有量は高いものが好ましく、具
体的にはリノール酸が脂肪酸混合物全量に対して９０質量％以上が好ましく、９５質量％
以上であることがより好ましく、９９質量％以上である場合が最も好ましい。なお、前記
の炭素数１８～２２の多価不飽和脂肪酸の具体例としては、リノール酸、α－リノレン酸
、γ－リノレン酸、ジホモ－γ－リノレン酸、アラキドン酸、エイコサペンタエン酸、ド
コサヘキサエン酸などが挙げられる。
【００１２】
リノール酸の含有量は、本発明の組成物の全量に対して０．０１～１質量％が好ましく、
０．０５～０．５質量％がより好ましく、０．０８～０．２質量％がさらに好ましく、０
．０９～０．１１質量％が最も好ましい。リノール酸の含有量が０．０１質量％以上であ
れば、本発明の組成物を用いることにより、美白効果がより一層効率よく得られ、一方、
１質量％を超える場合、保管条件によっては経時で異臭が発生したり、香料の香立ちを著
しく阻害したりするなどの問題を生じる可能性があるため、好ましくない。
【００１３】
　リポソーム分散液の製造方法は特に限定されず、常法を用いることができる。例えば、
（１）リン脂質、リノール酸、その他含有させる成分などを均質に混合した後、ｐＨ調整
剤、多価アルコール、糖類などを含む水溶液で水和し、リポソームを形成させる方法；
（２）リン脂質、リノール酸、その他含有させる成分をアルコール、多価アルコールなど
に溶解し、ｐＨ調整剤、多価アルコール、糖類などを含む水溶液で水和し、リポソームを
調製する方法；
（３）超音波、フレンチプレスやホモジナイザーを用いて、リン脂質、リノール酸、その
他内含有させる成分を水中で複合化させ、リポソームを調製する方法；
（４）エタノールにリン脂質、リノール酸、その他含有させる成分を混合溶解し、このエ
タノール溶液を塩化カリウム水溶液に添加した後にエタノールを除去しリポソームを調製
する方法；
などが例示できる。これらの製造方法では、リノール酸を含有するリポソームは水を含む
水性溶媒連続層に分散した状態の分散液として得られる。
【００１４】
　当該リポソーム分散液の製造時には、高分子、蛋白質及びその加水分解物、ムコ多糖類
などを配合することができる。つまり、高分子、蛋白質及びその加水分解物、ムコ多糖類
などを配合してリノール酸を含有するリポソームの分散液を製造してもよい。配合する高
分子としては、カルボキシビニルポリマー、キサンタンガム、アルギン酸ナトリウム、セ
ルロース誘導体などが例示できるが、これらに限定されない。この中でもキサンタンガム
、またはヒドロキシエチルセルロースが好ましく、ヒドロキシエチルセルロースが最も好
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ましい。これら高分子等は１種または２種以上を組み合わせて使用できる。高分子の配合
量は特に限定しないが、リポソーム分散液全体に対して０．００１～２０質量％、好まし
くは ０．０１～１０質量％、特に好ましくは ０．０５～５質量％である。蛋白質及びそ
の加水分解物としては、コラーゲン、エラスチン、ケラチン、カゼイン等の蛋白質、これ
ら蛋白質の加水分解物、当該加水分解物の塩、当該加水分解物のエステル、あるいは当該
加水分解物の酵素処理物などが例示される。蛋白質及びその加水分解物の配合量は特に限
定しないが、リポソーム分散液全量に対して０．００１～５質量％、好ましくは０．０１
～１質量％である。ムコ多糖としては、コンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸、デルマタン
硫酸、ヘパラン硫酸、ムコイチン硫酸、ヘパリンとその誘導体、及びそれらの塩類などが
例示される。これらのうち、特にコンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸及びこれらのナトリ
ウム塩が好ましい。ムコ多糖の配合量は特に限定しないが、リポソーム分散液全体に対し
て０．０００５～５質量％、好ましくは０．００１～１質量％、より好ましくは０．００
５～０．５質量％、最も好ましくは０．０１～０．１質量％である。
【００１５】
　トラネキサム酸の含有量は、本発明の組成物全量に対して０．１～１０質量％を配合す
ることができ、０．１～５質量％がより好ましく、１～２質量％が最も好ましい。トラネ
キサム酸の含有量が０．１質量％以下であれば、本発明の効果を充分に得られない可能性
があり、１０質量％を越える場合、配合しただけの効果を得ることが出来ない恐れがある
ため、好ましくない。
【００１６】
　カルボキシビニルポリマーの含有量は、組成物のｐＨを６～７．４の範囲において、好
ましい組成物の粘度である１万～５万センチポイズ（２０℃）とするために、本発明の組
成物全量に対して１質量％以下が好ましい。特に、組成物の粘度を２－４万センチポイズ
（２０℃）で、トラネキサム酸の含有量を１～２質量％とする場合は、カルボキシビニル
ポリマーの含有量は０．１５～０．３５質量％が好ましい。
【００１７】
　本発明において、組成物のｐＨおよび粘度を調整する目的で水酸化ナトリウムおよび／
または水酸化カリウム（以下、「水酸化ナトリウム等」と記載することがある。）を含有
させる。、組成物のｐＨの調整目標値は、６～７．４、好ましくは６．３～７．１、最も
好ましくは、６．９～７．１である。また組成物の粘度の調整目標値は、１万～５万セン
チポイズであり、組成物の使用至便性を考慮すると、２万～３万センチポイズが最も好ま
しい。これらの調整値を実現するために、水酸化ナトリウム等の含有量は、組成物全量に
対して１質量％以下が好ましく、０．０５～０．５質量％がより好ましく、０．１～０．
３質量％が最も好ましい。ただし、水酸化ナトリウム等の含有量を調整しても両者が両立
し得ない場合は、カルボキシビニルポリマーの含有量を調整することで解決する。したが
って、カルボキシビニルポリマーと水酸化ナトリウム等の含有量の比率が重要となる。こ
こにおいて、組成物の粘度測定は、組成物を直径約５センチの１２０～１５０ｍｌ容量の
円筒形ガラス容器に入れ、２０℃で恒温化したのちにＢ型粘度計を使用して、回転開始後
６０秒後の値を測定値とする。また、ローターの選定基準としては、測定値が読み値の３
０－７０の範囲に入るものを選定する。また、組成物のｐＨの測定は、こ複合型ガラスｐ
Ｈ電極を用い、２０℃に恒温化した組成物に電極を直接浸漬し、浸漬２分後のｐＨ値を測
定値とする。
【００１８】
　本発明の組成物は、例えば、トラネキサム酸（（Ｂ）成分）、カルボキシビニルポリマ
ー（（Ｃ）成分）及び水酸化ナトリウムおよび/または水酸化カリウム（（Ｄ）成分）を
含む組成物を常法に基づき調製し、次いで、別途調製したリノール酸を含有するリポソー
ム（（Ａ）成分）を配合して均一にすることにより、製造することができる。なお、（Ａ
）成分は、リポソーム分散液を使用することができ、その分散媒としては水またはアルコ
ール類などの水溶性溶媒を含有する水を用いることが好ましい。
【００１９】
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　本発明の組成物には、本発明の効果を損なわない範囲で、（Ａ）～（Ｄ）成分以外の成
分も配合することができる。配合できる成分としては、たとえば界面活性剤、保湿剤、水
溶性高分子、油成分、着色剤、酸化防止剤、金属封鎖剤、防腐剤、ｐＨ調整剤、清涼剤、
香料、紫外線吸収・散乱剤、抗酸化剤、薬効成分などが挙げられる。
【００２０】
　界面活性剤としては、非イオン性界面活性剤が好ましく、ポリオキシエチレンアルキル
エーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エ
ステル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリグリセリン脂肪酸エステル活性剤などが
挙げられ、中でもヘキサグリセリンモノラウリン酸エステル、ヘキサグリセリンモノミリ
スチン酸エステル、ヘキサグリセリンモノステアリン酸エステル、ヘキサグリセリンモノ
オレイン酸エステル、デカグリセリンモノラウリン酸エステル、デカグリセリンモノオレ
イン酸エステル、デカグリセリンモノリノール酸エステル、デカグリセリンモノイソステ
アリン酸エステルなどのヘキサグリセリン脂肪酸エステル、デカグリセリン脂肪酸エステ
ルが好ましい。これら界面活性剤は、単独であるいは二種以上を組み合わせて使用するこ
とができる。
【００２１】
　保湿剤としては、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、１，３－ブチレン
グリコール、イソプレングリコール、グリセリン、ジグリセリン、エチレングリコール、
ポリエチレングリコールなどに代表される多価アルコール類、ソルビトールなどの糖アル
コール類、ヒアルロン酸、ムコ多糖、アミノ酸、トリメチルグリシン、蛋白質加水分解物
、植物抽出エキス、微生物代謝物などが挙げられる。これら保湿剤は、単独であるいは二
種以上を組み合わせて使用することができる。
【００２２】
　水溶性高分子としては、セルロース誘導体、キサンタンガム、ポリビニルピロリドン、
（アクリレーツ／イタコン酸ステアレス－２０）コポリマー、（アクリレーツ／アクリル
酸アルキル（Ｃ１０－３０））クロスポリマー、（アクリレーツ／アクリル酸パルメス－
２５）コポリマー、（アクリレーツ／イタコン酸セテス－２０）コポリマー、（アクリレ
ーツ／メタクリル酸アルキル（Ｃ１２－２２））コポリマー、（アクリレーツ／メタクリ
ル酸ベヘネス－２５）コポリマー、（アクリレーツ／メタクリル酸ステアレス－２０）ク
ロスポリマー、寒天、ペクチン、ジェランガム、ゼラチン、粘土鉱物などが挙げられる。
これら水溶性高分子は、単独であるいは二種以上を組み合わせて使用することができる。
【００２３】
　油成分としては、動物油、植物油、炭化水素油、エステルオイル、ワックス類、ロウ類
、ワセリン、高級アルコール、高級脂肪酸、シリコーン油及びその誘導体、精油などが挙
げられる。これら油成分は、単独であるいは二種以上を組み合わせて用いることができる
。
【００２４】
　本発明の組成物は、外用組成物（皮膚に適用する組成物）として用いることが好ましい
。外用組成物としては、例えば医薬組成物、医薬部外品組成物、及び化粧品組成物が例示
される。特に、肌の美白効果を有する医薬品や医薬部外品、化粧品としての外用組成物（
すなわち、美白用外用組成物）として、使用することが好ましい。剤形としては、特に限
定するものではないが、フェイスパック、ペースト、軟膏、クリーム、ジェル、ローショ
ン、乳液、美容液、化粧水、スプレー剤などが挙げられる。
【００２５】
　本発明の組成物を外用組成物として用いる場合、適用対象は特に限定されないが、好ま
しくは皮膚の色素沈着を予防したい人や既に沈着した皮膚の色素を排除（皮膚の美白）し
たい人である。
【実施例】
【００２６】
　以下、本発明の実施例を説明するが、本発明は下記の例に限定されるものではない。な
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お、以下特に断りのない限り「％」は「質量％」を示す。
【００２７】
リノール酸を含有するリポソームを配合した組成物の経時香気安定性試験
　特開平１１－１４２３の実施例３の方法に準じて、リノール酸含有リポソームの分散液
（リノール酸含有リポソームＡ）の調製を行った。具体的には、大豆レシチン、リノール
酸およびｄｌ―α―トコフェロールを１，３－ブチレングリコールに均質に混合し、これ
に精製水を加え、フレンチプレスで処理してリポソーム分散液（リノール酸含量０．５％
）を調製した。なお、当該リポソーム分散液全量に対して、大豆レシチンは４質量％、ｄ
ｌ―α―トコフェロールは０．０５質量％、１，３－ブチレングリコールは４質量％含ま
れるように、それぞれを調製時に用いた。
【００２８】
そして、下記表１に示した処方の通り、各成分を常法にしたがって混合し、各組成物（実
施例１及び比較例１）を製造した。なお、表１における各成分の数値は配合量（質量％）
を示す。
【００２９】
　比較例１は、トラネキサム酸２質量％を配合する代わりにＬ－アスコルビン酸２－グリ
コシドを２質量％配合した例である。
【００３０】
【表１】

【００３１】
　各組成物を製造後４０℃で３ヶ月間放置した後の組成物の臭気安定性を、香り専門評価
パネルの官能評価により実施した。対照品としては同じ期間－５℃に保存したものを使用
した。その結果、実施例に関しては、４０℃で３ヶ月間放置した後でも異臭の発生は全く
認めず、かつ組成物に配合した香料の香立ちは比較例よりも強く、－５℃放置品の対照と
同等程度であった。また、特にフローラル系の香りに関してもその効果は顕著であること
も確認した。
【００３２】
リノール酸を含有するリポソームを配合した組成物におけるリン脂質の経時安定性試験
　表２に示す組成のリノール酸を含有するリポソームの分散液を、常法を用いて調製した
。調製した分散液を表３に示す組成物に配合し、実施例２～４及び比較例２の組成物を調
製した。調製した組成物は、ガラス容器に密封した上で４０℃、６ヶ月間放置した。放置
後、レシチンを高速液体クロマトグラフィー質量分析計を用いて常法に従い定量した。得
られたクロマトグラムのレシチンに相当するピークのピーク面積を求め、実施例２のピー
ク面積を基準とした相対比率を算出した。その結果を表３に示した。
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【００３３】
【表２】

【００３４】

【表３】

【００３５】
　表３に示したとおり、ｐＨが低くなるほどレシチンの安定性が悪くなることがわかった
。本結果より本発明の組成物のｐＨ値は少なくとも５．９９以上である必要があることが
わかった。
【００３６】
リノール酸を含有するリポソームを配合した組成物の塩に対する粘度変化
　表２に示す組成のリノール酸を含有するリポソームの分散液を、常法に従い調製した。
調製した分散液を表４に示す組成物に配合し、実施例５、比較例３および比較例４の組成
物を調製し、粘度（２０℃）を測定した。次いで、調製した組成物に１％塩化ナトリウム
水溶液を一定量添加し、十分に混合し均一化した後の粘度（２０℃）を測定した。検討結
果を表５に示した
【００３７】
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【表４】

【００３８】
【表５】

【００３９】
　表５に示したとおり、カルボキシビニルポリマー、トラネキサム酸、水酸化カリウムを
全て併用した場合、塩化ナトリウムに対する組成物の粘度低下が抑制されることがわかっ
た。
【００４０】
　以下、本発明の組成物の処方例を示す。なお、以下特に断りのない限り「％」は「質量
％」を示す。また、リポソーム分散液に含まれる、リポソーム以外の成分は、全て連続相
に含まれる。
【００４１】
処方例１　美容液
　　　　　成　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（％）　　
リノール酸内包リポソーム分散液　　　　　　　　　　　　　　２０
（リノール酸０．５％含有）　　　　　　　　　　　　　　　　
トラネキサム酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ｄ－δ－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
オリーブ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（アクリレーツ／イタコン酸ステアレス－２０）コポリマー　　　１．５
メチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料（フローラルグリーンタイプ）　　　　　　　　　　　　　　０．０５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部　　
　　　　合　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００
【００４２】
処方例２　乳液
　　　　　成　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（％）　　
リノール酸内包リポソーム分散液　　　　　　　　　　　　　　１０
（リノール酸１．０％含有）　　　　　　　　　　　　　　　　
トラネキサム酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
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天然ビタミンＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　５
オリーブ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
ポリオキシエチレンセチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　０．５
メチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
香料（シトラスフローラルタイプ）　　　　　　　　　　　　　　０．０５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部　　
　　　　合　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００
【００４３】
処方例３　クリーム
　　　　　成　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（％）　　
リノール酸内包リポソーム分散液　　　　　　　　　　　　　　２５
（リノール酸２．０％含有）　　　　　　　　　　　　　　　　
トラネキサム酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１９
酢酸ｄｌ―α―トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
メドフォーム油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
親油型モノステアリン酸グリセリン　　　　　　　　　　　　　　２
セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
モノステアリン酸ポリグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　１
デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　１
（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ－１０～３０））
　　クロスポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
香料（フローラルブーケタイプ）　　　　　　　　　　　　　　　０．３
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部　　
　　　　合　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００
【００４４】
処方例４　化粧水
　　　　　成　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（％）　　
リノール酸内包リポソーム分散液　　　　　　　　　　　　　　１０
（リノール酸０．５％含有）　　　　　　　　　　　　　　　
トラネキサム酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１３
ｄｌ―α―トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００５
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
トリメチルグリシン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
香料（フレッシュフローラルタイプ）　　　　　　　　　　　　　０．０１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部　　
　　　　合　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００
【００４５】
処方例５　化粧水
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　　　　　成　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（％）　　
リノール酸内包リポソーム分散液　　　　　　　　　　　　　　２０
（リノール酸２％含有）　　　　　　　　　　　　　　　
トラネキサム酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
δ―トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
エチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
トレハロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　０．３
パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料（シングルフローラルタイプ）　　　　　　　　　　　　　　０．０１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　部　　
　　　　合　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００
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